
南
岳

な
ん
が
く

大
師

 

ノ

の
云

 

ク

、
法
華
経
の
讎 あ

だ

を
見
て
呵
責

か
し
ゃ
く

せ
ざ
る
者
は
謗
法
の
者
也
。
無
間

む

げ

ん

地
獄
の
上
に
堕 お

チ

ん
と
。
見
て
申
さ
ぬ
大
智
者
は
、
無
間
の
底
に 

 
堕 お

チ

て
彼 か

の
地
獄
の
有

 

ラ

ん
限

 

リ

は
出

 

ツ

べ
か
ら
ず
。
日
蓮
此

 

ノ

禁
い
ま
し
め

を
恐
る
る
故
に
、
国
中

こ
く
ち
ゅ
う

を
責

 

メ

て
候
程
に
、
一
度
な
ら
ず
流
罪
死
罪
に
及 

 

び
ぬ
。
今
は
罪
も
消
え
、
過 と

が

も
脱

の
が
レ

な
ん
と
思

 

ヒ

て
、
鎌
倉
を
去

 

リ

て
此

 

ノ

山
に
入

 

ッ

て
七 し

ち

年
也
。
此

 

ノ

山
の
為
体

て
い
た
ら
く

、
日
本
国
の
中 う

ち

に
は
七
道
あ
り
。 

 

七
道
の
内

 

ニ

東
海
道
十
五
箇 か

国
。
其
内 う

ち

に
甲
州
飯 い

い

野 の

御
牧

み

ま

き

三
箇
郷
之
内 う

ち

、
波
木
井

は

き

り

と
申

 

ス

。
此 こ

の

郷 ご
う

之
内
、
戌
亥

い

ぬ

い

の
方 か

た

に
入

 

リ

て
二
十
余
里
の
深
山 

 

あ
り
。
北
は
身
延
山
、
南
は
鷹
取
山
、
西
は
七
面
山
、
東
は
天
子

山
が
た
け

也
。
板
を
四
枚

し

ま

い

つ
い
立

 

テ

た
る
が
如
し
。
此

 

ノ

外 そ
と

を
回

め
ぐ
リ

て
四 よ

つ

の
河
あ
り
。 

 

北
従 よ

り
南
へ
富
士
河
、
西
自 よ

り
東
へ
早
河
、
此

 

レ

は
後
也

う
し
ろ
な
り

。
前
に
西
よ
り
東
へ
波
木
井
河

 

ノ

中
に
一

 

ツ

の
滝
あ
り
。
身
延
河
と
名 な

づ

け
た
り
。
中

ち
ゅ
う

天 

 

竺
之
鷲 じ

ゅ

峰
山

ほ
う
せ
ん

を
此

 

ノ

処
に
移
せ
る
歟 か

。
将 は

タ

ま
た
漢
土
の
天
台
山
の
来

き
た
レ

る
歟 か

と
覚
ゆ
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
弘
安
三
年
正
月
二
十
七
日
） 

第二篇 山中御生活のこと 

    十四、三国の霊山 

         十四日 秋元御書（定遺 １７３９） 


